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多治見砂防国道事務所 組織図

砂防事業 道路事業

木曽川水系及び庄内川水系の砂防工事
木曽川水系及び庄内川水系の砂防調査

19号及び21号の改築工事
19号及び21号の維持・修繕、交通安全、

危険箇所の防災対策、道路情報提供、
道路に係る許認可事務及び道路利用適
正化のための指導取締等

管内地域の道路計画調査

主な業務

所

長

副
所
長
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務
）
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防
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副
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地
対
策
官

建
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）
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防
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工
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）
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出
張
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砂
防
事
業
の
概
要

⽊
曽
川
⽔
系
砂
防

四
ッ
⽬
川
遊
砂
⼯

滑
川
第
１
砂
防
堰
堤

中
津
川
第
2砂

防
堰
堤

桜
洞
砂
防
堰
堤
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下
阿
庄
砂
防
堰
堤

多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
に
お
け
る
砂
防
事
業
の
概
要

・
木
曽
川
上
流
域
は
、
林
地
の
荒
廃
が
著
し
く
、
南
木
曽
災
害
な
ど
の
土
砂
災
害
の
再
度
災
害
防
止
を
目
的
に

昭
和

53
年
よ
り
直
轄
事
業
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
中
津
川
流
域
も
同
様
に
林
地
の
荒
廃
が
著
し
く
、
四
ッ
目
災
害
な
ど
の
土
砂
災
害
の
再
度
災
害
防
止
を
目
的

に
昭
和

12
年
よ
り
直
轄
事
業
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
砂
防
堰
堤
、
渓
流
保
全
工
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
と

併
せ
て

CC
TV
カ
メ
ラ
や
光
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の

ソ
フ
ト
対
策
を
実
施
し
再
度
災
害
防
止
に
よ
り

地
域
の
安
全
・
安
心
を
図
り
ま
す
。

・
事
業
区
域
は
、
都
市
化
が
進
み
、
名
古
屋
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
も
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

・
庄
内
川
（
土
岐
川
）
流
域
は
、
薪
材
の
乱
伐
等
に
よ
り
林
地
の
荒
廃
が
著
し
く
、
土
砂
災
害

の
再
度
防
止
、
ま
た
市
街
地
形
成
に
よ
る
生
活
圏
の
安
全
性
向
上
を
目
的
に
昭
和

12
年
よ
り

直
轄
事
業
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
砂
防
堰
堤
、
渓
流
保
全
工
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
と
併
せ
て

CC
TV
カ
メ
ラ
や
光
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
ソ
フ
ト

対
策
を
実
施
し
再
度
災
害
防
止
に
よ
り
地
域
の
安
全
・
安
心
を
図
り
ま
す
。

【
木
曽
川
砂
防
】

【
庄
内
川
砂
防
】

滑
川
床
固
め
工
（
北
股
沢
）

田
垣
砂
防
堰
堤

・
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
で
は
、
木
曽
川
上
流
域
の

7支
川
等
の
流
域
面
積

53
8.

0k
m

2及
び
庄
内
川
（
土
岐
川
）

の
7支

川
等
の
流
域
面
積

14
9.

7k
m

2に
係
る
直
轄
砂
防
事
業
と
御
嶽
山
火
山
噴
火
に
係
る
減
災
対
応
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

・
主
な
実
施
区
域
は
、
岐
阜
県
の
３
市
（
多
治
見
市
・
土
岐
市
・
中
津
川
市
）
、
長
野
県
の
２
町
１
村
（
木
曽
郡
上
松

町
・
南
木
曽
町
・
大
桑
村
）
と
な
り
ま
す
。

（
大
桑
村
）

（
上
松
町
）

（
土
岐
市
）

大
沢
川
砂
防
堰
堤
（
多
治
見
市
）
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木
曽
川
水
系
の
概
要

中
央
ア
ル
プ
ス
か
ら
流
れ
出
る
支
川
渓
流

(滑
川

)

上
流
部
は
河
岸
段
丘
が
連
続
し
て
つ
な
が
る
地
形
で
、
段
丘
面
に
人
口
や
資
産
が
集

中
し
て
い
ま
す
。

3,
00

0m
級
の
山
々
が
連
な
る
中
央
ア
ル
プ
ス
か
ら
流
れ
こ
む
支
川

は
、
木
曽
川
本
川
よ
り
も
さ
ら
に
急
勾
配
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。

流
域
の
概
要

も
ろ
い
地
質
と
急
な
斜
面

急
流
河
川
と
河
岸
段
丘
が
連
続
し
て
つ
な
が
る
地
形

木
曽
川
や
滑
川
の
河
原
で
は
、
白
く
て
大
き
な
岩
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
花
崗

岩
と
呼
ば
れ
る
岩
で
す
。
花
崗
岩
は
と
て
も
硬
い
岩
石
で
す
が
、
水
な
ど
の
作
用
で
風
化
し
や
す

く
な
る
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

木
曽
川
は
、
そ
の
源
を
長
野
県
木
曽
郡
木
祖
村
鉢
盛
（
は
ち
も
り
）
山
（
標
高

2,
44

6m
）

に
発
し
、
古
来
か
ら
木
材
（
ヒ
ノ
キ
な
ど
木
曽
五
木
）
の
産
地
と
し
て
名
高
い
木
曽
谷
を
南
南

西
に
流
下
し
、
岐
阜
県
中
津
川
市
に
入
り
、
落
合
川
・
中
津
川
・
阿
木
川
・
飛
騨
川
等
の
諸
川

を
合
わ
せ
、
愛
知
県
犬
山
市
で
濃
尾
平
野
に
出
て
南
西
に
流
下
し
ま
す
。
そ
の
後
、
長
良
川
と

並
流
し
て
伊
勢
湾
に
注
ぐ
、
流
域
面
積

5,
27

5k
㎡
、
幹
川
流
路
延
長

22
9k

m
の
一
級
河
川
で

す
。 木
曽
川
直
轄
砂
防
区
域
は
、
長
野
県
の
木
曽
谷
か
ら
岐
阜
県
中
津
川
市
に
至
る
木
曽
川
の
左

岸
側
に
位
置
し
、
南
北

42
km
、
東
西

10
km
超
と
な
る
流
域
面
積
約

53
8k
㎡
と
な
り
ま
す
。

東
部
の
駒
ヶ
岳
・
空
木
（
う
つ
ぎ
）
岳
・
摺
古
木
（
す
り
こ
ぎ
）
山
か
ら
東
南
端
の
恵
那

山
に
連
な
る
標
高

1,
50

0～
3,

00
0m

級
の
木
曽
山
脈
（
中
央
ア
ル
プ
ス
）
に
囲
ま
れ
た
、

急
峻
な
壮
年
期
の
大
起
伏
山
地
と
な
る
山
岳
地
帯
で
す
。
ま
た
、
地
形
が
急
峻
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
地
質
的
に
は
山
岳
部
の
中
央
が
新
期
花
崗
岩
（
領
家
変
成
岩
）
及
び
石
英
斑
岩
か

ら
成
り
、
風
化
が
著
し
く
、
複
数
の
断
層
が
発
達
・
並
走
し
、
崩
壊
土
砂
の
生
産
が
活
発
な

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
風
化
等
に
よ
る
花
崗
岩
の
変
化
の
様
子

風
化
花
崗
岩
（
マ
サ
土
）

花
崗
岩
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庄
内
川
水
系
の
概
要

庄
内
川
（
土
岐
川
）
は
、
そ
の
源
を
岐
阜
県
恵
那
市
山
岡
町
の
夕
立
山
（
標
高

72
7m
）
に
発
し
、
幾
多
の
渓
流
を
合

わ
せ
て
流
下
し
愛
知
県
に
入
り
、
名
古
屋
市
の
北
西
部
を
貫
流
し
伊
勢
湾
に
流
入
す
る
流
路
延
長

96
km
、
流
域
面
積

1,
01

0k
㎡
の
一
級
河
川
で
す
。
な
お
、
庄
内
川
は
、
岐
阜
県
内
で
は
土
岐
川
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

庄
内
川
（
土
岐
川
）
直
轄
砂
防
流
域
は
、
肥
田
川
、
妻
木
川
、
生
田
川
、
笠
原
川
、
市
之
倉
川
、
高
田
川
、
大
原
川
の

各
支
川
が
流
れ
込
む
土
岐
川
下
流
部
の

2市
（
多
治
見
市
・
土
岐
市
）
に
わ
た
る
流
域
面
積

14
9.

7k
㎡
の
流
域
で
す
。

人
口
増
加
が
著
し
く
な
っ
た
高
度
成
長
期
か
ら
は
、

山
裾
近
く
ま
で
宅
地
開
発
に
よ
る
都
市
化
が
進
み
、

土
砂
災
害
の
危
険
性
が
よ
り
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

庄
内
川
流
域
は
未
固
結
の
粘
土
層
や
風
化
し
や
す
い
花
崗
岩
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
複
数
の
断
層
が
存
在
し
、
土
石
流
や
崩
壊
が
発
生
し
や
す
い
地
形
地
質
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
震
や
降
雨
に
よ
り
崩
壊
が
生
じ
、
庄
内
川
本
川
ま
で
多
量
の
土
砂
が
流
出
す
る
可
能
性
が
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

流
域
の
概
要

都
市
化
に
よ
る
危
険
性
の
増
大

窯
業
の
発
展
に
伴
う
山
の
荒
廃

過
去
の
荒
廃
状
況

昭
和

10
年
代
の

土
岐
郡
笠
原
町

(平
園
川
上
流

)

昭
和

20
年
代
の

多
治
見
市
長
瀬
町

(多
治
見

IC
北

)

昭
和

20
年
代
後
半

山
腹
工
施
工

(昭
和

27
～

28
年

)

平
成

13
年
ご
ろ
の
庄
内
川
流
域

昭
和
初
期
庄
内
川
流
域

流
域
に
は
、
陶
磁
器
生
産
に
適
す
る
瀬
戸
層
群
が
堆
積

し
て
お
り
、
尾
張
藩
の
奨
励
も
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
中
頃
か
ら
、
瀬
戸
・

多
治
見
地
方
は
焼
き
物
が
盛
ん
と
な
り
ま
し
た
。
周
辺
の
丘
陵
で
は
陶
土

の
採
掘
や
薪
を
得
る
た
め
の
山
林
伐
採
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
大
雨
が
降
れ
ば
、
荒
れ
た
丘
陵
か
ら
土
砂
が

流
れ
出
し
て
庄
内
川
支
川
等
の
河
床
を
上
昇
さ
せ
、
氾
濫
が

繰
り
返
し
発
生
し
ま
し
た
。

現
在
の
山
腹
工
施
工
地

(平
成

14
年

)
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直
轄
事
業
化
ま
で
の
経
緯

・
庄
内
川
流
域
で
は
、
窯
業
や
生
活
燃
料
と
し
て
の
薪
材
の
乱
伐
等
に

よ
り
林
地
が
荒
廃
し
て
い
ま
し
た
。

・
山
地
か
ら
流
出
し
た
土
砂
に
よ
る
河
床
上
昇
に
よ
っ
て
、
氾
濫
が

誘
発
さ
れ
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

四
ッ
目
川
災
害

(中
津
川
駅
構
内

)
南
木
曽
災
害

(南
木
曽
町
内

)

【
江
戸
時
代
】

「
石
砂
留
普
請
（
い
し
す
な
ど
め
ふ
し
ん
）
」
と
呼
ば
れ
る

川
普
請
（
治
山
・
治
水
工
事
）
を
実
施

【
明
治

12
年
】

ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
レ
ー
ケ
が
、

「
庄
内
川
山
丘
土
砂
流
送
の
件
」
を
内
務
省
に
提
出

【
大
正

6年
】

愛
知
県
と
岐
阜
県
が
費
用
分
担
し

庄
内
川
上
流
（
岐
阜
県
）
の
砂
防
工
事
を
実
施

【
昭
和

12
年
～

16
年
】

直
轄
砂
防
事
業
を
開
始
（
妻
木
川
・
笠
原
川
）

（
市
之
倉
川
は
昭
和

14
年
、
土
岐
川
本
川
残
流
域
は

S1
6年

）

【
昭
和

25
年
～

32
年
】

直
轄
砂
防
事
業
を
順
次
拡
大
（
肥
田
川

S2
5年

・
生
田
川

S2
6年

・
大
原
川

S2
7年

・
高
田
川

S3
2年

）

市
之
倉
川
と
そ
れ
に
流
れ
込
む
支
流
に
お
け
る
普
請
箇
所
を
示
す

「
市
之
倉
郷
石
砂
留
普
請
絵
図
」
（
多
治
見
市
図
書
館
郷
土
資
料
室
提
供
に
一
部
加
筆
）

【
木
曽
川
砂
防
】

【
庄
内
川
砂
防
】

堰

山
崩
れ

土
砂
堆
積

◆
木
曽
川
下
流
域
（
中
津
川
市
）

【
昭
和

7年
】

四
ッ
目
川
災
害
に
よ
り
中
津
川
市
街
に
壊
滅
的
な
被
害

【
昭
和

12
年
】

直
轄
砂
防
事
業
を
開
始

中
津
川
、
子
野
川
、

落
合
川

◆
木
曽
川
上
流
域
（
南
木
曽
町
～
上
松
町
）

【
昭
和

41
年
】

南
木
曽
町
三
留
野
他
で
土
石
流
に
よ
る
甚
大
な
被
害

【
昭
和

50
年
】

七
夕
災
害
な
ど
土
砂
災
害
が
頻
発

【
昭
和

53
年
】

直
轄
砂
防
事
業
を
開
始

滑
川
、
伊
奈
川
、
与
川
、
蘭
川

【
平
成
元
年
】

直
轄
砂
防
事
業
を
拡
大
残
流
域
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過
去
の
主
な
災
害
（
木
曽
川
水
系
）

≪
木
曽
川
水
系
≫

19
04
（
明
治

37
）
年

7月
9日

か
ら

11
日
に
か
け
て
豪
雨
の
た
め

蘭
川
流
域
の
各
所
で
土
石
流
が
発
生

死
者

52
名

負
傷
者

17
名

流
出
家
屋

57
戸

集
中
豪
雨
に
よ
り
四
ッ
目
川
が
氾
濫

中
津
川
市
内

死
者

2名
、
負
傷
者

24
名

流
出
家
屋

63
戸
、
全
半
壊
住
宅

24
5戸

、
土
石
流
入
家
屋

21
2戸

橋
の
流
失

18
ヶ
所
、
道
路
決
壊

18
km

豪
雨
に
よ
り
南
木
曽
町
を
中
心
に
各
所
で
土
石
流
が
発
生

三
留
野
地
区
を
は
じ
め
と
し
て

家
屋
流
出
・
全
壊

38
戸

半
壊

11
1戸

橋
梁
の
流
出
等

中
津
川
市
内
の
被
災
状
況

中
津
川
市
内
の
被
災
状
況

土
石
流
に
破
壊
さ
れ
た
家
屋

明
治

37
年

7月
［
蘭
川
水
害
］
に
よ
る
災
害
（
南
木
曽
町
）

昭
和

7年
8月

［
四
ツ
目
川
災
害
］
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
（
中
津
川
市
）

豪
雨
に
よ
る
災
害
。
道
路
交
通
の
途
絶
、

国
鉄
中
央
本
線
の
不
通
に
よ
り
落
合
村
は
孤
立

犠
牲
者

3名
、
流
失
家
屋

5戸

昭
和

28
年

7月
［
伊
勢
小
屋
蛇
ぬ
け
］
土
石
流
に
よ
る
災
害
（
南
木
曽
町
）

昭
和

41
年

6月
［
南
木
曽
災
害
］
豪
雨
に
よ
る
災
害
（
南
木
曽
町
）

○
碑
文
解
説

19
53
年
（
昭
和

28
年
）

7月
20
日
に
発
生

し
た
「
蛇
ぬ
け
（
土
石
流
）
」
の
犠
牲
者

3名
の
慰
霊
と
悲
惨
な
災
害
を

2度
と
起
こ
さ
な
い

こ
と
を
願
い
、

7周
年
に
あ
た
る

19
60
年

（
昭
和

35
年
）
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

蘭
地
区

額
付
川
・
旧
道

妻
篭
地
区

【
蛇
ぬ
け
の
碑
】

南
木
曽
橋
の
主
桁
に
せ
ま
る
濁
流

〈
出
典
：
「
中
部
の
水
害
」
〉○
「
じ
ゃ
ぬ
け

伊
勢
小
屋
沢
そ
の
後
の

45
年
」
を
加
筆

大
正

12
年

7月
［
蛇
抜
け
］
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
（
大
桑
村
）

梅
雨
末
期
の
集
中
豪
雨
が

1週
間
程
度
続
き

7月
18
日
に
蛇
抜
け
が
発
生

死
者

26
名

負
傷
者

34
名

流
出
家
屋

31
戸

7



過
去
の
主
な
災
害
（
庄
内
川
水
系
）

≪
庄
内
川
水
系
≫

豪
雨
に
よ
り
多
治
見
市
・
土
岐
市
で
多
数
の
山
腹
・
渓
岸
崩
壊
が
発
生

浸
水
被
害
も
甚
大
で
あ
っ
た

多
治
見
市
：
床
上
・
床
下
浸
水

5,
15

8戸
全
壊
・
半
壊
家
屋
住
家

52
戸

土
岐

市
：
床
上
・
床
下
浸
水

4,
45

6戸
全
壊
・
半
壊
住
家

69
戸

土
砂
流
出
に
よ
り
埋
ま
っ
た
家
屋

通
行
止
め
に
な
っ
た
県
道

崩
壊
し
た
斜
面

(土
岐
市
西
山

)

土
岐
市
内
の
浸
水
状
況

肥
田
川
支
渓
流
か
ら
流
出
し
た
土
砂
と
流
木

土
岐
市
内
の
浸
水
状
況

台
風
２
２
号
に
よ
り
多
治
見
市
・
土
岐
市
で
多
く
の
浸
水
や
土
砂
災
害
が
発
生

多
治
見
市
で
床
上
・
床
下
浸
水

33
戸
、
土
岐
市
で
床
上
・
床
下
浸
水

45
9戸

全
半
壊

5戸
、
崩
壊
に
よ
り
死
者

1名

台
風
１
５
号
に
よ
り
多
治
見
市
・

土
岐
市
で
多
く
の
浸
水
や
土
砂

災
害
が
発
生

床
上
浸
水

22
8戸

床
下
浸
水

19
5戸

死
者

2名
行
方
不
明

1名

道
路
を
塞
ぐ
土
石
流

(多
治
見
市

)
多
治
見
市
平
和
町

昭
和

32
年

8月
豪
雨
に
よ
る
災
害
（
多
治
見
市
・
土
岐
市
）

平
成
元
年

9月
台
風

22
号
に
よ
る
災
害
（
多
治
見
市
・
土
岐
市
）

平
成

23
年

9月
台
風

15
号
に
よ
る
災
害
（
多
治
見
市
・
土
岐
市
）

平
成

11
年

6月
梅
雨
前
線
に
よ
る
災
害

（
多
治
見
市
・
土
岐
市
）
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近
年
の
災
害
（
梨
子
沢
土
石
流
）

平
成

26
年

7月
9日

に
、
長
野
県
木
曽
郡
南
木
曽
町
を
流
れ
る
梨
子
沢
に
お
い

て
大
規
模
な
土
石
流
が
発
生
し
、
死
者
１
名
・
軽
傷
３
名
、
住
宅
全
壊

10
棟
・

一
部
損
壊
３
棟
な
ど
の
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

JR
中
央
本
線
で

は
橋
梁
が
流
出
し
、
国
道

19
号
に
は
大
量
の
土
砂
が
流
出
す
る
な
ど
、
交
通
機

関
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

平
成

26
年

7月
9日

長
野
県
南
木
曽
町
で
発
生
し
た
土
石
流
災
害

南 木 曽 小 学 校

梨
子
沢
第
２
堰
堤
（
国
） 梨
子
沢
第
３
堰
堤
（
国
）

梨
子
沢
第
４
堰
堤
（
国
）

梨
子
沢
第
１
堰
堤
（
国
）

：
既

設
施

設

：
新

設
施

設

H
2
9
.3

施
設

完
成

H
2
9
.3

施
設

完
成

2
0

1
4

/
7

/
1

2
捕

捉
量

（
約

5
4

,0
0

0
m

3
）

災
害
発
生
後

2
0

1
4
年

3
月

H
2
9
.6

施
設

完
成

梨
子
沢
の
災
害
復
旧
工
事
に
は
、
国
土
交
通
省
、
林
野
庁
中
部
森
林
管
理

局
、
長
野
県
、
南
木
曽
町
が
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

南 木 曽 保 育 園

H
2
7
.1

0
補

修
完

成

写
真
撮
影
方
向
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近
年
の
災
害
（
御
嶽
山
噴
火
災
害
）

平
成

26
年

9月
27
日
に
、
岐
阜
県
と
長
野
県
を

ま
た
ぐ
御
嶽
山
に
お
い
て
火
山
噴
火
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

災
害
発
生
直
後
よ
り
、
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
く
緊
急
調
査
を
噴
火
直
後
に
着
手
し
、

二
次
災
害
防
止
等
の
対
策
と
し
て
監
視
カ
メ
ラ
、

ワ
イ
ヤ
ー
セ
ン
サ
ー
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
砂
防
堰
堤

等
の
設
置
を
し
ま
し
た
。

噴
火
直
後
の
上
空
か
ら
の
様
子

緊
急
調
査
の
実
施

(降
灰
状
況
調
査
の
状
況

)
降
灰
の
洪
水
等
に
よ
る
影
響
範
囲
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
状
況

ブ
ロ
ッ
ク
積
み
砂
防
堰
堤
設
置
の
状
況

ワ
イ
ヤ
ー
セ
ン
サ
ー
設
置
の
状
況

監
視
カ
メ
ラ
設
置
状
況

平
成

26
年

9月
27
日

御
嶽
山
で
発
生
し
た
火
山
噴
火
災
害
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砂
防
堰
堤
の
は
た
ら
き

透
過
型

砂
防
堰
堤
が
土
石
流
を
と
ら
え
る
は
た
ら
き

①
川
（
渓
流
）
で
は
い
つ
も
、

水
と
一
緒
に
土
砂
も
流
れ
て

い
ま
す
。

②
透
過
型
砂
防
堰
堤
を
設
け
た

場
合
で
も
、
普
段
は
、
水
と

土
砂
は
同
じ
よ
う
に
下
流
に

流
れ
て
い
き
ま
す
。

③
大
雨
が
降
り
土
石
流
が
発
生
し

た
と
き
、
大
き
な
岩
、
流
木
な

ど
を
含
む
土
砂
は
、
堰
堤
に

引
っ
か
か
り
止
ま
り
ま
す
。

④
堰
堤
に
た
ま
っ
た
岩
、
土
砂

や
流
木
は
、
次
の
土
石
流
に

備
え
て
取
り
除
き
ま
す
。

不
透
過
型

砂
防
堰
堤
が
土
石
流
を
と
ら
え
る
は
た
ら
き

①
川
（
渓
流
）
で
は
い
つ
も
、

水
と
一
緒
に
土
砂
も
流
れ
て

い
ま
す
。

②
不
透
過
型
砂
防
堰
堤
を
設
け
る
と
、

堰
堤
の
上
流
側
に
土
砂
が
少
し
ず

つ
た
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

土
砂
を
た
め
る
量
を
確
保
す
る
た

め
、
取
り
除
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
大
雨
が
降
り
土
石
流
が
発
生
し

た
と
き
、
堰
堤
は
大
き
な
岩
や

流
木
な
ど
を
含
む
土
砂
を
た
め
、

下
流
へ
の
被
害
を
防
ぎ
ま
す
。

④
堰
堤
に
た
ま
っ
た
岩
、
土
砂

や
流
木
は
、
次
の
土
石
流
に

備
え
て
取
り
除
き
ま
す
。
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土
砂
災
害
の
監
視
体
制
の
整
備

多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

洪
水
時
等
に
お
け
る
土
砂
の
流
出
状
況
把
握
や
砂
防
堰
堤
等
の
施
設
状
況
把
握
な
ど
の
た
め
、

監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
を
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

ht
tp

:/
/w

w
w

.c
br

.m
lit

.g
o.

jp
/t

aj
im

i/
de

sk
/s

ab
ou

_l
iv

e.
ht

m
l

CC
TV
カ
メ
ラ
に
よ
る
映
像
の
配
信

事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

梨
子
沢
土
石
流
映
像

御
嶽
山
噴
火
映
像

■
CC

TV
カ
メ
ラ
に
よ
り
捉
え
ら
れ
た
映
像

長
野
県
南
木
曽
町
梨
子
沢
で
発
生
し
た
土
石
流
の
状
況

(現
地
設
置
カ
メ
ラ
映
像
（
当
時
）

)

御
嶽
山
の
噴
火
状
況

(現
地
設
置
カ
メ
ラ
映
像

)

濁
河

滝
越

田
の
原開

田

御
嶽
山
火

山
監

視
設

備
配

置
図

日
和
田

凡
例
：
監
視
設
備
（
C

C
T
V
等
）

：
光
ケ
ー
ブ
ル
（
既
設
）

（
他
事
務
所
等
光
ケ
ー
ブ
ル
含
む
）

砂
防

堰
堤

監
視

設
備

配
置

図

上
松
町
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減
災
対
策
の
取
組
（
１
）

御
嶽
山
に
お
け
る
減
災
対
策

第
10
回

御
嶽
山
火
山
噴
火
緊
急
減
災
対
策
砂
防
計
画
検
討
会
の
実
施

【
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
緊
急
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
の
具
体
的
な
実
施
内
容
を
記
載

○
実
効
性
向
上
に
向
け
訓
練
、
防
災
教
育
、
広
報
活
動
な
ど
の

取
り
組
み
を
記
載

○
関
係
機
関
と
相
互
連
携
の
も
と
各
種
対
策
を
実
施
し
て
い
く

旨
記
載

○
緊
急
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
取

り
組
み
を
「
緊
急
減
災
対
策
カ
ル
テ
」
と
し
て
策
定

検
討
会
の
様
子

(R
2.

1.
22

)

■
御
嶽
山
火
山
噴
火
緊
急
減
災
対
策
砂
防
計
画

令
和
２
年
２
月

改
訂

■
御
嶽
山
火
山
噴
火
緊
急
減
災
対
策
砂
防
計
画
検
討
会

H
26

.9
の
御
嶽
山
火
山
噴
火
時
の
対
応
を
踏
ま
え
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携

を
さ
ら
に
緊
密
に
す
る
た
め
に
既
存
計
画
を
見
直
し
た
『
御
嶽
山
火
山
噴
火
緊

急
減
災
対
策
砂
防
計
画
』
改
定
（
案
）
し
た

自
治
体
・
県
と
連
携
し
た
合
同
防
災
訓
練
の
実
施

大
規
模
土
砂
災
害
発
生
時
の
関
係
機
関
の
連
携
強
化
を
目
的
と
し
た
合
同
防

災
訓
練
を
、
平
成
１
８
年
度
よ
り
管
内
の
６
市
町
村
（
中
津
川
市
、
南
木
曽
町
、

大
桑
村
、
多
治
見
市
、
土
岐
市
、
上
松
町
）
に
て
順
次
実
施
し
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
お
け
る
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
目
的
に
大
規
模
土
砂

災
害
合
同
防
災
訓
練
を
令
和
２
年
１
月
２
７
日
に
実
施
し
た
。

令
和
元
年
度

南
木
曽
町
大
規
模
土
砂
災
害
合
同
防
災
訓
練
を
実
施

会
場

全
体

の
様

子
訓

練
風

景
被

災
想

定
箇

所

■
南
木
曽
町
大
規
模
土
砂
災
害
合
同
防
災
訓
練
の
様
子

（
長
野
県
：
旧
田
立
小
学
校
体
育
館
）

■
訓
練
概
要

今
年
度
は
南
木
曽
町
で
各
参
加
機
関
の
発
災
時
対
応
お
よ
び
連
携
内
容
の
確
認
を

目
的
に
学
習
（
質
疑
応
答
）
型
訓
練
を
実
施
し
た
。

■
訓
練
想
定
災
害

梅
雨
前
線
に
伴
う
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
土
砂
災
害
（
河
道
閉
塞
、
土
石
流
）
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減
災
対
策
の
取
組
（
２
）
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防
災
活
動
（
砂
防
Ｔ
Ｅ
Ｃ
・
防
災
訓
練
）
へ
の
取
組

渓
流
点
検
（
砂
防
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
、
緊
急
点
検
の
演
習
を
開
催

令
和
元
年

台
風
第
１
９
号
の
豪
雨
に
よ
る
被
災
状
況
調
査
を
支
援

令
和
元
年

8月
6日

～
7日

に
本
局
主
催
で
砂
防
関
係
に
携
わ
る
職
員
及
び
大

学
生
を
対
象
に
、
土
砂
災
害
発
生
時
の
渓
流
点
検
（
砂
防
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
、
天
然
ダ

ム
を
想
定
し
た
土
石
流
氾
濫
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
）
の
演
習
を
開
催

し
た
。

■
渓
流
点
検

国
総
研
の
専
門
家
か
ら
点
検
実
践
前
に
心
構
え
等
の
講
義
を
受
け
る
。
ま
た
、

Ｕ
Ａ
Ｖ
、
レ
ー
ザ
ー
測
距
儀
を
各
事
務
所
が
持
参
し
て
職
員
が
操
作
し
、
災
害

時
の
迅
速
な
活
用
に
向
け
訓
練
を
行
っ
た
。

■
土
石
流
氾
濫
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム

本
局
職
員
指
導
の
下
、
各
班
に
分
か
れ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
計
算
を
行
っ
た
。

○
8月

6日
（
火
）
砂
防
Ｔ
Ｅ
Ｃ
演
習

（
南
木
曽
町
役
場
、
梨
子
沢
現
場
）

ド
ロ
ー
ン
操
作
訓
練
風
景

渓
流
点
検
状
況

Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
訓
練
風
景

氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

○
8月

7日
（
水
）
土
石
流
氾
濫
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
演
習

台
風
第
１
９
号
の
豪
雨
に
よ
る
被
災
状
況
調
査
を
支
援
す
る
た
め
、
多
治
見

砂
防
国
道
事
務
所
と
越
美
山
系
砂
防
事
務
所
か
ら
職
員
４
名
を

TE
Cー

FO
RC

E 
（
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
：
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）
と
し
て
東
北
地
方

へ
派
遣
し
た
。
被
災
地
域
の

1日
も
早
い
復
旧
を
全
力
で
支
援
し
ま
す
。

宮
古
市
川
代
地
区
で
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
被
災
状
況
調
査
を
実
施

〇
東
北
地
方
に
派
遣
さ
れ
て
い

る
TE

C隊
員
（
砂
防
調
査
班
）

〇
岩
手
県
宮
古
市
役
所
に
て
被

災
状
況
調
査
に
向
け
た
事
前
打

ち
合
わ
せ
を
行
う
。

岩
手
県
宮
古
市
白
浜
地
区
の
土
石

流
に
よ
る
被
災
現
場
に
て
調
査

宮
古
市
田
老
字
荒
谷
地
区
の
急
傾

斜
地
危
険
箇
所
の
緊
急
調
査

い
わ
き
市
田
人
町
旅
人
で

被
災
状
況
調
査
を
実
施
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地
域
と
協
働
し
た
取
組

■
樹
林
整
備
活
動
（
里
山
砂
防
）
地
区

＜
基

本
理

念
＞

土
岐
川
流
域
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
事
業
は
、
互
い
の
連
携
・
協
力
の
も
と
、
は
げ
山
か
ら
再
生

し
た
丘
陵
を
、
よ
り
安
全
で
豊
か
な
都
市
山
麓
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

＜
基

本
方

針
＞

・
山
麓
斜
面
を
防
災
的
に
強
い
樹
林
地
と
し
、
土
砂
災
害
を
防
止
す
る

・
土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
地
域
に
対
し
、
適
正
な
土
地
利
用
に
誘
導
す
る

・
防
災
機
能
が
高
く
、
種
の
多
様
性
に
富
む
樹
林
地
を
保
全
・
創
出
す
る

・
生
活
に
憩
い
を
も
た
ら
す
自
然
景
観
を
保
全
す
る

・
身
近
な
自
然
体
験
（
環
境
学
習
や
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
の
場
を
提
供
す
る グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
学
習
会
の
様
子

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
観
察
会
の
様
子

地
元
の
中
学
生
と
の
協
働
作
業

地
元
中
学
生
の
間
伐
作
業

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
事
業
、
里
山
砂
防
事
業

土
岐

津
の

森
土

岐
津

の
森

(H
1

7
(H

1
7
～～

))

笠
原

の
森

笠
原

の
森

(H
1

2
(H

1
2
～～

))

虎
渓

山
虎

渓
山

(H
17

(H
17

～～
))

ど
ん

ぐ
り

の
森

ど
ん

ぐ
り

の
森

(H
15

(H
15

～～
))

お
り

べ
の

森
お

り
べ

の
森

(H
1

5
(H

1
5
～～

))
筒

小
屋

の
森

筒
小

屋
の

森
(H

1
6

(H
1

6
～～

))

や
す

ら
ぎ

の
森

や
す

ら
ぎ

の
森

(H
15

(H
15

～～
))

三
ッ

池
の

森
三

ッ
池

の
森

(H
1

9
(H

1
9
～～

))

●●
：

樹
林

整
備

活
動

地
区

：
樹

林
整

備
活

動
地

区

市
之
倉
地
区

多
治
見
市
、
土
岐
市
の
市
街
地
に
隣
接
す
る
山
麓
斜
面
を
一
連
の
緑
地
帯
（
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
）
と
し
て
、
行

政
（
市
・
県
・
国
）
と
地
域
（
住
民
・
中
学
生
）
が
連
携
し
て
保
全
・
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
土
砂
災
害
を
防

止
し
、
自
然
環
境
・
景
観
を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
状
況

■
目
指
す
も
の

○
マ
ツ
枯
れ
に
よ
る
ア
カ
マ
ツ
の
立
枯
れ
・
折
損
・
倒
木

○
常
緑
広
葉
樹
の
低
木
・
亜
高
木
林
の
繁
茂

■
切
る
木

ヒ
サ
カ
キ
・
ソ
ヨ
ゴ
な
ど
の
常
緑
樹
、
樹
種
を
問
わ
ず
、

株
立
ち
し
て
い
る
木
で
、
細
い
木
、
枯
れ
て
い
る
木

■
残
す
木

ツ
ツ
ジ
・
コ
ナ
ラ
等
の
落
葉
樹
、
樹
種
を
問
わ
ず
、
太

く
て
丈
夫
な
木
な
ど

目
標
樹
林
（
落
葉
広
葉
樹
林
）

○
様
々
な
木
や
下
草
が
“バ
ラ
ン
ス
よ
く
生
育
し
て
い
る
森
”へ

土
石
流
模
型
実
験
の
様
子

土
砂
崩
壊
模
型
実
験
の
様
子
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小
学
生
等
を
対
象
と
し
た
防
災
教
育
の
取
組
・
広
報
活
動

基
本
理
念

地
域
住
民
・
小
中
学
生
・
観
光
客
等
が
、
砂
防
遺
産
や
妻
木
町

の
歴
史
文
化
を
巡
る
『
さ
ん
ぽ
』
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に
お

け
る
砂
防
と
の
関
わ
り
を
気
軽
に
楽
し
く
体
験
・
学
習
で
き
る

よ
う
、
妻
木
砂
防
遺
産
の
あ
る
町
さ
ん
ぽ
構
想
と
し
て
策
定
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
環
境
を
整
備
す
る
。

妻
木
砂
防
遺
産
の
あ
る
町
さ
ん
ぽ
構
想

砂
防
教
室
・
あ
お
ぞ
ら
教
室

毎
年

6月
の
土
砂
災
害
防
止
月
間
を
中
心
に
、
管
内
の
小
学
生
（
主
に

4年
生
）
を
中
心
に
、

土
砂
災
害
を
は
じ
め
と
し
た
防
災
を
学
ぶ
場
と
し
て
、
砂
防
教
室
・
あ
お
ぞ
ら
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

浦
山
第

2砂
防
堰
堤

妻
木
城
址
（
三
の
曲
輪
）
よ
り
妻
木
川
流
域
を
臨
む

児
童
に
「
防
災
か
る
た
」
の
あ
そ
び
方
を
教
え
る
職
員

土
石
流
模
型
実
験
を
体
験
す
る
児
童

降
雨
体
験
を
す
る
児
童

砂
防
施
設
の
見
学

出
張
所
長
に
よ
る
「
砂
防
の
は
な
し
」

SA
BO
カ
ー
ド
（
現
在
９
種
類
）

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
て
広
報
用
カ
ー
ド
型
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
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令和元年度補正 直轄砂防事業

5.平園第６砂防堰堤（多治見市）

平園第６砂防堰堤

庄内川 (土岐川 )砂防の概要
( 妻 木 出 張 所 管 内 )

6.妻木管内流域砂防施設改築（土岐市）
（ブロック等製作・備蓄）

長野県

大桑村

中津川市

上松町

飯田I.C

園原I.C
中津川I.C

N

至松本

滑川

伊奈川

与
川

蘭
川

落合川

子
野

川

四
ツ

目
川

中
津
川

木曽川

257

256

256

363

151

中津川出張所

上松出張所

（砂防）

（砂防）

南木曽町

恵中拡幅

木曽川砂防

19

長野県

3.中津川第2砂防堰堤（中津川市）

護
岸

中津川第２砂防堰堤

1.上松管内流域砂防施設改築（南木曽町）
（ブロック等製作・備蓄）

2.中津川管内流域砂防施設改築（中津川市）
（日陰第2砂防堰堤）

2..中津川管内流域砂防施設改築（中津川市）
（下平次第8砂防堰堤）

1.上松管内流域砂防施設改築（大桑村）
（浦川第2砂防堰堤）

1.上松管内流域砂防施設改築（上松町）
（十王沢第2砂防堰堤）

(上松、中津川出張所管内 )
木 曽 川 砂 防 の 概 要 凡 例

改 築新 設

（単位：百万円)

市・郡 区・町・村 字名等

砂防

　木曽川水系（長野県）

1 木曽川 十王沢､伊奈川
､梨子沢 十王沢､浦川､
梨子沢
上松
うえまつ

管内
かんない

流域
りゅういき

砂防
さ ぼ う

施設
し せ つ

改築
かいち く

木曽郡 上松町､大桑村､南木曽町 小川､長野､読書 砂防堰堤工 642 補正

642

　木曽川水系（岐阜県）

2 木曽川 落合川､中津川 日陰谷､下平次
中津川
なかつがわ

管内
かんない

流域
りゅういき

砂防
さ ぼ う

施設
し せ つ

改築
かいちく 中津川市 落合､中津川 砂防堰堤工 370 補正

3 木曽川 中津川 中津川 中津川
なかつ がわ

第
だい

２砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

中津川市 中津川 砂防堰堤工 200 補正

570

　庄内川水系

4 庄内川 妻木川 追沢川 妻木
つ ま ぎ

管内
かんない

流域
りゅういき

砂防
さ ぼ う

施設
し せ つ

改築
かいち く

土岐市 土岐津町 砂防堰堤工 206 補正

5 庄内川 笠原川 平園谷 平園
ひらぞの

第
だい

６砂防堰堤
さぼ う えん てい

多治見市 笠原町 砂防堰堤工 100 補正

306

合計 1,518

備 考
所  在  地

河川名 箇所名事業区分 水  系 渓流名 工  種 事業費
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R1補正_木曾川＋庄内川





																												（単位：百万円) タンイ ヒャク マンエン

								事業区分 ジギョウ クブン		水  系 ミズ ケイ		河川名 カセン メイ		渓流名 ケイリュウ メイ		箇所名 カショ メイ		所  在  地 トコロ ザイ チ						工  種 コウ タネ		事業費 じぎょうひ		備 考 び こう

																		市・郡 シ グン		区・町・村 ク マチ ムラ		字名等 アザ メイ トウ

								砂防 サボウ

								　木曽川水系（長野県） キソガワ スイケイ ナガノ ケン

								1		木曽川 キソガワ		十王沢､伊奈川
､梨子沢 じゅうおうさわ いながわ なしさわ		十王沢､浦川､
梨子沢 じゅうおうさわ うらかわ なしさわ		上松管内流域砂防施設改築 うえまつ かんない りゅういき さぼう しせつ かいちく		木曽郡 きそぐん		上松町､大桑村､南木曽町 あげまつ ちょう おおくわむら なぎそまち		小川､長野､読書 おがわ ながの よみかき		砂防堰堤工 さぼう えんてい こう		642		補正 ほせい

																										642

								　木曽川水系（岐阜県） キソガワ スイケイ ギフケン

								2		木曽川 キソガワ		落合川､中津川 おちあいがわ なかつがわ		日陰谷､下平次 ひかげ たに しもへいじ		中津川管内流域砂防施設改築 なかつがわ かんない りゅういき さぼう しせつ かいちく		中津川市 なかつがわし				落合､中津川 おちあい なかつがわ		砂防堰堤工 さぼう えんてい こう		370		補正 ほせい

								3		木曽川 キソガワ		中津川 ナカツ カワ		中津川 なかつがわ		中津川第２砂防堰堤 なかつがわ だい さぼう えんてい		中津川市 なかつがわし				中津川 なかつがわ		砂防堰堤工 さぼう えんてい こう		200		補正 ほせい

																										570

								　庄内川水系 しょうない かわ すいけい

								4		庄内川 しょうない かわ		妻木川 つまぎかわ		追沢川 おっさわ かわ		妻木管内流域砂防施設改築 つまぎ かんない りゅういき さぼう しせつ かいちく		土岐市 ときし				土岐津町 ときつ ちょう		砂防堰堤工 さぼう えんてい こう		206		補正 ほせい

								5		庄内川 しょうない かわ		笠原川 かさはら かわ		平園谷 ひらぞの たに		平園第６砂防堰堤 ひらぞの だい さぼうえんてい		多治見市 たじみし				笠原町 かさはらちょう		砂防堰堤工 さぼう えんてい こう		100		補正 ほせい

																										306

																								合計 ごうけい		1,518











														 

























































































































































































































































































































































































令和２年度 直轄砂防事業
直轄砂防事業費 （単位：百万円)

流域名 R1 R2 対前年度比

木曽川水系 3,187 3,055 0.96

庄内川水系 648 613 0.95

合　計 3,835 3,668 0.96

（単位：百万円)

市・郡 区・町・村 字名等

砂防

　木曽川水系（長野県）

1 木曽川 滑川 滑川 滑川遊砂工
なめかわゆうさこう

木曽郡 上松町 小川 遊砂工 28

2 木曽川 木曽川 十王沢 十王沢
じゅうおうさわ

第
だい

３砂防堰堤
さぼうえんてい

木曽郡 上松町 小川 砂防堰堤工 21 新規

3 木曽川 木曽川 板橋沢 板橋沢第
いたはしざわだい

１砂防堰堤
さぼうえんてい

木曽郡 上松町 小川 砂防堰堤工 209

4 木曽川 木曽川 大沢 大沢
おおさわ

第
だい

１砂防堰堤
さぼうえんてい

木曽郡 上松町 荻原 砂防堰堤工 26

5 木曽川 滑川 滑川 滑川
なめかわ

下流
かりゅう

床固
とこがため

工群
　こうぐん

木曽郡 上松町 萩原 床固工 21 新規

6 木曽川 伊奈川 越百川 越百川第
こすもがわだい

３砂防堰堤
さぼうえんてい

木曽郡 大桑村 須原 砂防堰堤工 245 完成予定

7 木曽川 木曽川 下洞沢 下洞沢
しもほらさわ

砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

木曽郡 大桑村 長野 砂防堰堤工 170

8 木曽川 木曽川 下在砂防堰堤工群
しもざいさぼうえんていこうぐん

木曽郡 大桑村 野尻 砂防堰堤工 133

9 木曽川 木曽川 太田 太田
お お た

第１
だい

砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

木曽郡 大桑村 野尻 砂防堰堤工 21

10 木曽川 木曽川 猿沢 猿沢
さるさわ

第１
だい

砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

木曽郡 大桑村 上郷 砂防堰堤工 21

11 木曽川 伊奈川 矢垂沢 矢垂沢
やたれさわ

砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

木曽郡 大桑村 長野 砂防堰堤工 21

12 木曽川 蘭川 桂川 桂川第
かつらがわだい

１砂防堰堤
さぼうえんてい

木曽郡 南木曽町 広瀬 砂防堰堤工 39

13 木曽川 木曽川 蛇抜沢 和合蛇抜沢沈砂地工
わごう じゃ ぬけ さわ ちん さち こ う

木曽郡 南木曽町 和合 沈砂地工 150

14 木曽川 蘭川 地蔵沢 地蔵
じ ぞ う

沢
さわ

第
だい

１砂防堰堤
さぼうえんてい

木曽郡 南木曽町 吾妻 砂防堰堤工 125

15 木曽川 与川 与川 与川
よ が わ

第
だい

１砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

木曽郡 南木曽町 読書 砂防堰堤工 25

16 木曽川 上松管内砂防施設改築
あげまつかんないさぼうしせつかいちく

木曽郡 上松町、大桑村、南木曽町 612

1,867

　木曽川水系（岐阜県）

1 木曽川 中津川 中津川 川上流路工改築
かおれりゅうろこうかいちく

中津川市 川上 床固工 171

2 木曽川 落合川 薬師沢 薬師沢
や く し ざ わ

第1
だい　　

砂防堰堤
さぼうえんてい

中津川市 馬籠 砂防堰堤工 161

3 木曽川 落合川 落合本谷 本谷
ほんたに

砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

改築
かいちく

中津川市 落合 砂防堰堤工 150

4 木曽川 中津川 中津川 中津川
なかつがわ

第
だい

１２砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

中津川市 中津川 砂防堰堤工 21

5 木曽川 木曽川 和田沢 和田沢
わ だ さ わ

砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

中津川市 山口 砂防堰堤工 21

6 木曽川 中津川 弥太洞 弥太洞
や た ほ ら

第３
だい

砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

中津川市 川上 砂防堰堤工 21

7 木曽川 木曽川 アラクラ沢 アラクラ沢
さわ

砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

中津川市 山口 砂防堰堤工 178

8 木曽川 木曽川 新梨沢 新
しん

梨沢
なしざわ

砂防堰堤
さぼうえんてい

中津川市 山口 砂防堰堤工 21 新規

9 木曽川 中津川管内
なかつがわかんない

砂防施設改築
さぼ うし せつ かい ち く

中津川市 砂防堰堤工 444

1,188

　庄内川水系

1 庄内川 市之倉川 市之倉
い ち の く ら

流域里山砂防
りゅういきさとやまさぼう

多治見市 市之倉町 山腹工 52

2 庄内川 笠原川 平園谷 平園
ひらぞの

第
だい

６砂防堰堤
さぼうえんてい

多治見市 笠原町 砂防堰堤工 40 完成予定

3 庄内川 笠原川 深田洞 深田洞
ふかだほら

砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

多治見市 大畑町 砂防堰堤工 20

4 庄内川 笠原川 厩ヶ洞
まやがほら

砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

工群
こうぐん

多治見市 笠原町 砂防堰堤工 20

5 庄内川 笠原川 小木
お ぎ

洞
ぼら

砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

土岐市 鶴里町 柿野 砂防堰堤工 20

6 庄内川 妻木川 町 町
まち

砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

土岐市 鶴里町 柿野 砂防堰堤工 29

7 庄内川 庄内川 一の洞 一
いち

の洞
ほら

第
だい

２砂防
さぼう

堰堤
えんてい

土岐市 土岐津町 高山 砂防堰堤工 65 新規

8 庄内川 妻木管内砂防施設改築
つまきかんないさぼうしせつかいちく

土岐市、多治見市 367

613

備　考工  種 事業費
所  在  地

河川名 箇所名事業区分 水  系 渓流名
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長野県

大桑村

中津川市

上松町

飯田I.C

園原I.C
中津川I.C

N

至松本

滑川

伊奈川

与
川

蘭
川

落合川

子
野

川

四
ツ

目
川

中
津
川

木曽川

257

256

256

363

153

151

中津川出張所

上松出張所

（砂防）

（砂防）

南木曽町

恵中拡幅

木曽川砂防

19

3.板橋沢第1砂防堰堤（上松町）

4.大沢第1砂防堰堤（上松町）

木曽川砂防の概要(上松出張所管内)
凡 例

改 築新 設 用地調整

滑川第2砂防ダム

滑川第3砂防ダム

滑川第4砂防ダム

滑川第5砂防ダム

滑川第1床固工

床固工Ａ

床固工Ｂ

床固工Ｃ

床固工Ｄ

床固工Ｅ

1.滑川遊砂工（上松町）

6.越百川第3砂防堰堤（大桑村）

越百川第3砂防堰堤

高山林業後継者研ｾﾝﾀｰ
（避難所）

板橋沢第１砂防堰堤

木曽川

14.地蔵沢第1砂防堰堤(南木曽町）

【凡
例】

■H27
以前
■H28
■H28
補正
■H29
■H30
以降

妻籠宿

喜楽庵

地蔵沢第1砂防堰堤

国道256号

蘭川

13.和合蛇抜沢沈砂地工（南木曽町）

沈砂地工

渓流保全工

和合蛇抜沢沈砂地工

北沢

北沢支渓

土石流導流工

和合蛇抜沢
本川

和合蛇抜沢
支渓

JR中央本線

国道19号

8.下在砂防堰堤工群（大桑村）

下
在
蛇
抜
沢

深
沢

宮
ノ
沢

中
河
原
沢

国道１９号

JR中央本線

下在郷公民館

木
曽
川

下在蛇抜沢砂防堰堤

中河原沢砂防堰堤

宮ノ沢砂防堰堤

深沢砂防堰堤

12.桂川第1砂防堰堤（南木曽町）

国道256号

国道256号

家屋

桂川第1砂防堰堤

橋梁

工場

蘭川

野尻公民館

野尻駅

大桑小学校

太田第1砂防堰堤

9.太田第1砂防堰堤（大桑村）

10.猿沢第１砂防堰堤（大桑村）

関西電力
伊奈川発電所

猿沢第1砂防堰堤

16-1.滑川第1砂防堰堤（除石）

（上松町）

除石

15.与川第１砂防堰堤 （南木曽町）

与川発電所

与川第1砂防堰堤

下洞沢砂防堰堤

7.下洞沢砂防堰堤（大桑村）

大桑中学校

11.矢垂沢砂防堰堤（大桑村）

伊奈川

矢垂沢砂防堰堤

木曽川

国道19号
JR中央本線

南木曽小学校

梨子沢第４砂防堰堤
H28年完成

H26.7.11撮影

16-2.梨子沢流路工 （南木曽町）

梨子沢流路工

上松町市街地

十王沢第３砂防堰堤

JR中央本線

国道１９号

ドライブイン木曽ラビーネ

木曽川

ＪＲ中央本線

国道１９号

大沢第１砂防堰堤

2.十王沢第3砂防堰堤（上松町）

町
営
ね
ざ
め
ホ
テ
ル

上
松
中
学
校

老
人
ホ
ー
ム

木
曽
寮 交

通
機
動
隊

木
曽
分
駐
隊

JR中央本線

３

２ 16-1

1

11

６

７

４

10

９
８

12

15
16-2

13

14

5.滑川下流床固工群（上松町）

５
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長野県

大桑村

中津川市

上松町

駒ヶ根

松川I.C

飯田I.C

園原I.C
中津川I.C

N

至松本

滑川

伊奈川

与
川

蘭
川

落合川

子
野

川

四
ツ

目
川

中
津
川

天
竜

川

木曽川

257

257

256

256

363

256
151

中津川出張所

上松出張所

（砂防）

（砂防）

南木曽町

恵中拡幅

木曽川砂防

19

宮前橋

宮前橋（架替）

１号床固工

宮前砂防堰堤

護岸工

1.川上流路工改築（中津川市）

本谷第１砂防堰堤

本谷第５砂防堰堤

落合本谷

3.本谷砂防堰堤（改築）
（中津川市）

4.中津川第12砂防堰堤
（中津川市）

中津川第12砂防堰堤

中津川（一ノ沢上流）の荒廃状況

平成12年9月の恵南豪雨時の
流木による被災状況（中津川支川一ノ沢）

凡 例

改 築新 設 用地調整

弥太洞第3砂防堰堤

6.弥太洞第３砂防堰堤
（中津川市）

木曽川砂防の概要(中津川出張所管内)

8.新梨沢砂防堰堤（中津川市）

薬師沢第１砂防堰堤

2.薬師沢第1砂防堰堤（中津川市）
7.アラクラ沢砂防堰堤 （中津川市）

商業施設2

商業施設1

道の駅賤母

職員宿舎

アラクラ沢砂防堰堤

木曽川
山口幼稚園

山口公民館

山口小学校

山口総合事務所

山口駐在所第六区集会所

和田沢砂防堰堤

県砂防施設

新梨沢砂防堰堤

5.和田沢砂防堰堤（中津川市）

荒道谷第１砂防堰堤

落合川合流点

9.荒道谷第１砂防堰堤（改築）
（中津川市）

１
６

４

３９

２

７

５

８
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庄内川(土岐川)砂防の概要(妻木出張所管内) 凡 例

改 築新 設 用地調整

市之倉小学校

市之倉流域里山砂防

1.市之倉流域里山砂防（多治見市）

国道363号

小木洞砂防堰堤

5.小木洞砂防堰堤（土岐市）

4.厩ヶ洞砂防堰堤工群（多治見市）

笠原川

厩ヶ洞第１砂防堰堤
厩ヶ洞第2砂防堰堤

厩ヶ洞第3砂防堰堤

8-1.砦山第４砂防堰堤（改築）
（土岐市）

陶元町第３集会所

砦山第４砂防堰堤

主要地方道
豊田多治見線

深田洞砂防えん堤

3.深田洞砂防堰堤（多治見市）

6.町砂防堰堤 （土岐市）

保育園
鶴里駐在所

鶴里分団消防庫

国道363号

町砂防堰堤

2.平園第6砂防堰堤（多治見市）

平園第６砂防堰堤 土岐津保育園

高山公園

高山区民会館

佐々木歯科医院

一の洞第2砂防堰堤

7.一の洞第2砂防堰堤（土岐市）

8-2.市之倉第4砂防堰堤改築（改築）
（多治見市）

市之倉第4砂防堰堤

３

７

8-1

６

５

8-2

２

４

１
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２０２０年度
【道路事業概要】

可児市柿田

東海環状自動車道

JR中央本線

瑞浪市鶴城

中央自動車道

国道19号

24



基本方針Road

多治見砂防国道事務所管内は日本の
ほぼ中心に位置し、古くから東西交通の
中継点として重要な役割を果たしてきま
した。

現在も国道１９号、２１号の果たす役割
は重要であり、他圏域との交流や東濃
地域の都市間交流を支えています。

また、２０２７年にはリニア中央新幹線
の（仮称）岐阜県駅が中津川市に整備さ
れる予定であり、東濃地域が一体的に
発展するための基盤整備が求められて
います。

◆渋滞緩和 主要渋滞箇所やボトルネックの解消

◆事故件数の削減 歩行者にやさしいみちづくりと走りやすい道路の整備

◆沿道環境の改善 騒音の軽減と市街地の交通分散

◆災害に強い道づくり 降雨や地震等の自然災害に強い道路の整備

◆地域活性化支援 リニア中央新幹線の波及効果を最大化する道路の整備

概要

整備方針

中部縦貫自動車道

名神高速道路

中央自動車道路

（仮称）岐阜県駅

国道１９号 管理延長 ６４．５ ｋｍ
管理延長
９０．７ ｋｍ

至長野

多治見IC

中津川市御嵩町

可児市

可児市

土岐市 瑞浪市

恵那市
釜戸町

至名古屋

主要渋滞箇所（区間）

主要渋滞箇所

雨量による通行規制区間

凡例

至飯田

八百津町

多治見市

高倉口

坂祝町

柿田

泉池ノ上町

岩畑

大富

薬師

一色 市原

正家

弥栄橋

池田町 音羽町

弁天町

リニア中央新幹線

（仮称）岐阜県駅

車両基地
五斗蒔スマートＩＣ

瑞浪恵那道路

（瑞浪～恵那武並）

国道19号環境対策

国 道

至岐阜

可児御嵩バイパス
美濃加茂市

土岐南多治見IC

土岐IC

瑞浪IC

恵那IC

中津川IC

可児御嵩IC

美濃加茂IC

（恵那工区）

東
海
北
陸
自
動
車
道

(仮称)神坂スマートＩＣ
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瑞浪恵那道路
みずなみ え な

国道１９号瑞浪恵那道路は、瑞浪市と恵那市を結ぶ延長１２．５kmの区間で、
渋滞・事故等の交通課題の解消や、リニア中央新幹線の開業（２０２７年予定）
の地域振興に寄与することを目的に計画された道路です。
２０１５年度に瑞浪市土岐町～恵那市武並町までの延長８．２kmが事業化し、

２０１８年度に恵那市武並町～長島町までの延長４．３kmが事業化しました。

【釜戸町の渋滞】

国道１９号釜戸町交差点混雑状況（下り）

瑞浪恵那道路計画箇所（主要地方道恵那御嵩線交差箇所）

１９

今年度の事業内容

◆関係機関協議、地質調査、環境調査、水文調査、埋蔵文化財調査、道路設計、橋梁設計、用地調
査、用地買収、改良工、橋梁下部工を実施。

至名古屋

至長野

2015年度
事業化

2018年度
事業化

瑞浪～恵那武並
延長 ８．２km

恵那工区
延長 ４．３km

19

釜戸町
交差点

恵那御嵩線と
の交差箇所

改築事業
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瑞浪市土岐町の状況（2019年12月撮影）

早期完成に向けて
工事を推進中!!

事業化

測 量

設 計

用 地

工 事

完 成

瑞浪～恵那武並

2015.11.21 中心杭打ち式

2017.3～6 設計説明会

事業の流れ

鶴城交差点付近

国道19号

中央自動車道

瑞浪恵那道路（瑞浪～恵那武並）
（工事中）

恵那西工業団地
(2022年9月完成予定）

え なえ な

瑞浪市

恵那市

鶴
城

瑞浪恵那道路(瑞浪～恵那武並) 
延長 8.2km

至

名
古
屋

418

瑞浪恵那道路（事業中）

一般国道

中央自動車道

凡 例

ＪＲ中央線

県道

主要渋滞箇所

（信号交差点）

事故危険区間

リニア新幹線

み
ず
な
み
し
と
き
ち
ょ
う

岐
阜
県
瑞
浪
市
土
岐
町

瑞浪市土岐町

設計説明会（第2回） 2017年5月30日

着工式 2017年12月3日

2017年12月3日(日)瑞浪市鶴城交差点付近
において着工式を開催し、起点部（土岐
町地内）より施工を進めてきました。

2018年8月には市道横断函渠2基が完成。

2019年より橋梁工事に着手しています。

2020年度は、引き続き、改良工事、橋梁
下部工事を推進していきます。

槙
ヶ
根

E19

信号交差点

中
大
島

釜
戸
町

2015.4 事業化
2015.8～9   事業説明会

至 恵那市武並町

恵那テクノパーク

JR中央本線

2017.12.3 着工式

瑞浪恵那道路(恵那工区)
延長 4.3km

１

2020年度 調査・用地買収・工事中

改築事業Road

至

長
野

2019年12月撮影

瑞浪１号橋下部工の工事状況※

JR中央本線

１

１

瑞浪恵那道路の進捗状況

※2019年度より「工事だより」を発行しています。詳しくは、事務所ＨＰをご覧ください。

岐
阜
県
恵
那
市
長
島
町

え

な

し

お
さ
し
ま
ち
ょ
う

向
流

竹
折

百
田

用地買収・工事中 用地買収中・工事着手 用地買収着手



瑞浪恵那道路(恵那工区)
延長 4.3km

至 恵那市長島町

恵那市武並町

瑞浪恵那道路（恵那工区）
（調査・設計中）

JR中央本線

国道418号付近

早期着工に向けて
道路設計を推進中!!

事業化

測 量

設 計

用 地

工 事

完 成

恵那工区

2018.4 事業化
2018.8   事業説明会

事業の流れ

みず なみ え な

恵那市武並町の状況（2018年10月撮影）

中心杭打ち式 2018年10月27日

瑞浪恵那道路(瑞浪～恵那武並) 
延長 8.2km

み
ず
な
み
し
と
き
ち
ょ
う

岐
阜
県
瑞
浪
市
土
岐
町

至

長
野

恵那西工業団地
(2022年9月完成予定）

え なえ な

瑞浪市

恵那市

鶴
城

至

名
古
屋

418

瑞浪恵那道路（事業中）

一般国道

中央自動車道

凡 例

ＪＲ中央線

県道

主要渋滞箇所

（信号交差点）

事故危険区間

リニア新幹線

槙
ヶ
根

向
流

E19

信号交差点

竹
折

中
大
島

恵那テクノパーク

岐
阜
県
恵
那
市
長
島
町

え

な

し

お
さ
し
ま
ち
ょ
う

2018年10月27日(土)恵那市武並小
学校において、中心杭打ち式を開
催し、恵那工区の中心杭設置が完
了しました。

2019年9月には恵那市内数カ所にて
設計説明会を実施しました。

2020年度は引き続き、地質調査・
道路設計を実施し、順次、用地買
収に着手します。

2020年度 調査・設計中、用地買収着手

2019.9～10   設計説明会

2018.10.27 中心杭打ち式

設計説明会 2019年9月10日

土岐川

釜
戸
町

百
田

用地買収・工事中 用地買収中・工事着手 用地買収着手



 国道19号は、沿線地域で唯一2車線が確保された東西路線として、地域住民の生活に不可欠な道路。

 通過交通や大型車が多く、迂回路も少ないため、渋滞や事故の発生時には大きな遅れが生じ生活に支障。

 瑞浪恵那道路の整備により、現道（国道19号）の通過交通が削減され、沿線地域の生活環境改善が期待。

みず なみ え な

渋滞・事故の緩和による
生活環境の改善!

釜戸町交差点付近

至 名古屋

2019年5月撮影至 長野

交通が円滑化

開通前

国道19号現道

釜戸町
至

長
野

至

名
古
屋

開通後

瑞浪恵那道路

国道19号現道

釜戸町

至

長
野

至

名
古
屋

通過交通と生活交通の混在が解消

昼間12時間ナンバープレート調査結果（平日：2019.5.29(水)、休日：2019.5.25(土) ）
※日補正は2015年全国道路・街路交通情勢調査の昼夜率（1.42）による

60% 69%

40%
31%

19,700 台 20,300 台

0
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15000

20000

25000

平⽇ 休⽇
通過交通 その他

72%

73%

28%

27%

4,700 台

2,200 台

0

1000

2000

3000

4000

5000

平⽇ 休⽇
通過交通 その他

通過交通と生活交通が混在

＜国道19号（瑞浪・恵那市境断面）の交通量内訳＞

■全車種合計（台/日） ■うち大型車（台/日）

6～7割が通過交通 大型車の7割以上が通過交通

通過交通が
転換

至 恵那市

釜戸町交差点

撮影：2019.5.29(水) 7時台

至 土岐市

＜地域の声＞

国道19号は混雑しており、事故が発⽣
すると渋滞で交通が⽌まってしまう。
特に、沿線地域の住⺠にとってはスト
レスになっている。

主要渋滞箇所と事故による規制箇所

（恵那市役所ヒアリング）

ＴＯＰＩＣＳRoad 瑞浪恵那道路のストック効果

：生活交通：通過交通
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最
大
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時
間
（分
） 現況

[通常時]

135

30

中央道被災時 ﾊ゙ ｲﾊ゚ ｽ整備後

30

災時 ﾊ゙ ｲﾊ゚ ｽ整備後
瑞浪恵那道路暫定2車線

[整備後]

瑞浪恵那道路の整備により、
中央自動車道通行止め時の
所要時間を90分（66％）短縮

45

中央道土砂流出
[通行止時]

通常時の約５倍
の所要時間

信頼性の高い
道路ネットワークを構築!
 国道19号は狭隘な地形に中央自動車道と並走しており、土砂災害等による道路寸断のリスクが存在。
 2017年8月には、中央自動車道で約34時間の通行止が発生し、迂回交通により国道19号が大渋滞。
 瑞浪恵那道路の整備により、道路寸断時に迂回可能な信頼性の高い道路ネットワークを構築。

狭隘な地形と国道19号沿線の土砂災害警戒区域

みず なみ え な

至

瑞
浪
Ｉ
Ｃ

至

恵
那
Ｉ
Ｃ

中央自動車道土砂流出事故時の状況（2017年8月）
きょう あい

418

恵那市

むこうながれ

向流交差点

瑞浪市

え な

恵那西工業団地

19

かくじょう

鶴城交差点

E19

たけ おり

竹折交差点

中央自動車道

土砂災害警戒区域

中央道土砂流出事故
（2017年8月）

中央自動車道
土砂流出事故
（2017年8月）中

央
道

国
道
19
号

県
道

J
R

土
岐
川

山と川に挟まれた
地形に、中央道・
国道19号・県道
が集中

至 恵那市

至 土岐市

釜戸駅

緊急輸送ルートを確保

地理院地図

ま き が ね

槙ヶ根交差点

え な

恵那テクノパーク

土岐川

雨量
規制

中央自動車道

国道１９号 瑞浪恵那道路

JR中央線
武並土岐
多治見線

中央自動車道や国道
19号の被災時にも、
代替ルートとして活躍

瑞浪恵那道路による代替ルートの確保中央道土砂流出事故時の渋滞状況

※［通常時］ETC2.0ﾃﾞｰﾀ2017.8.12(土)、［事故時］ETC2.0ﾃﾞｰﾀ2017.8.19(土)、
［整備後］瑞浪恵那道路暫定2車線・中央道規制時の交通量推計による

中央自動車道と国道19号
は近接しているため、同時被
災のリスクも存在

中央道土砂流出事故による通行止
2017年8/18（金）中央自動車道への土砂流入により約34時間の

通行止が発生

[通行止区間] 瑞浪IC～恵那IC

[通行止時間] 34時間20分（8/18（金）21:40～8/20（月） 8:00）

至 恵那IC

至 瑞浪IC

中央道の迂回交通による国道19号の渋滞

 19

○国道19号(瑞浪IC～恵那IC間)の所要時間 中央道瑞浪ＩＣ～恵那ＩＣ通行止め時

中央自動車道と国道19号
は近接しているため、同時被
災のリスクも存在

19

至 名古屋

【 凡 例 】

信号交差点

主要地方道

主要渋滞箇所
（信号交差点）

一般県道

瑞浪恵那道路（事業中）

一般国道19号（2車線）

中央自動車道

一般国道19号（4車線）

ＪＲ中央線

土岐川

至

長
野

至

瑞
浪
Ｉ
Ｃ

至

恵
那
Ｉ
Ｃ

もも た

百田交差点

かまどちょう

釜戸町交差点

なかおおしま

中大島交差点

30



瑞浪ＩＣ

恵那ＩＣ

瑞浪市役所

至

長
野

至

名
古
屋

道の駅
らっせいみさと

きなぁた瑞浪

恵那市役所

E19

車両基地

ゴルフ
場

ゴルフ
場

ゴルフ
場

ゴルフ
場

ゴルフ
場

ゴルフ
場

ゴルフ
場

ゴルフ
場

牧場瑞浪市 恵那市

中津川市

温泉

温泉

クリスタルパーク恵那

えなてらす

中山道 大井宿

中津川ＩＣ

 瑞浪市と恵那市の観光入込客数は年間約５００万人。
 瑞浪恵那道路は点在する観光施設を繋ぐ周遊ルートとして観光交通を円滑化。
 今後、リニア中央新幹線 (2027年開業予定)を利用した観光客に対し、瑞浪恵那道路を利用した周遊観

光により観光産業の更なる活性化に期待。

瑞浪市・恵那市の観光入込客数(2018年) 観光施設の声

恵那峡(恵那市)

岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場ヒアリング結果（2019.1）

•瑞浪恵那道路により、アクセス向上と

集客増加を期待しています。

•瑞浪恵那道路により周遊性が向上する

ことで、立ち寄り客の増加に期待します。

道の駅らっせいみさとヒアリング結果（2019.1）

みず なみ え な

観光産業の活性化を支援!

クリスタルパーク恵那（恵那市）

周辺観光地と周遊ルート

岩村城跡と岩村城下町（恵那市）
いわ むらじょう あと いわ むらじょうかまち

道の駅らっせぃみさと（恵那市）

中山道大湫宿（瑞浪市）
なか せん どう おお くて じゅく

中山道大井宿（恵那市）
なか せん どう おお い じゅく

瑞浪恵那道路
（事業中）

一般国道

中央自動車道

凡 例

ＪＲ中央線

県道

リニア新幹線

中山道

（万人）

恵那市378万人（岐阜県内第8位）

中津川市400万人（岐阜県内第7位）

瑞浪市118万人（岐阜県内第16位）

多治見市87万人（岐阜県内第20位）

土岐市879万人（岐阜県内第１位）

2018年岐阜県観光入込客数統計調査

中山道大湫宿

ｻｲｴﾝｽﾜｰﾙﾄﾞ

地球回廊・化石博館

岩村城下町

岩村城跡飯高観音

温泉

恵那峡

リニア岐阜県駅
(仮称)

至 日本大正村

恵那市観光協会ヒアリング結果（2019.10）

•秋の観光シーズンには道路が混雑するた
め、ルートが増加すれば、観光客に来て
もらいやすくなる。

ＴＯＰＩＣＳRoad 瑞浪恵那道路のストック効果

中津市役所
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 瑞浪恵那道路の事業化（2015.4）とともに、沿線地域における企業進出や地域開発が進展。

 瑞浪～恵那間のアクセス向上、安定した物流の確保により、地域経済の活性化を支援。

瑞浪恵那道路沿線の開発状況

みず なみ え な

地域経済の活性化を支援!

地域の声（瑞浪市） 地域の声（恵那市）

住宅団地
商業施設

（2019.9.13開業）

（分譲中）

瑞浪市役所
ヒアリング結果

恵那市役所
ヒアリング結果

瑞浪恵那道路により安定した物流の確保が期待で
き、リニア開業と併せた土地の魅力アップや住宅地
の拡大にも期待しています。

瑞浪恵那道路により、企業進出による雇用創出
や人口の定着、観光周遊性の向上など、経済
の活性化を期待しています。

正家第二土地区画整理(恵那市）

至 名古屋

至 長野

恵那市役所

19

418

19

瑞浪恵那道路 延長12.5ｋｍ

恵那市役所

瑞浪市

至
長
野

瑞浪ＩＣ

土岐ＩＣ

至
名
古
屋

恵那市

正家第二土地区画整理が事業中！

・敷地面積12.8ｈａ

・2016年事業着手

・2021年完成（予定）

住宅団地商業施設
（2019.9.13開業） （分譲中）

瑞浪市役所

恵那西工業団地が事業中！

恵那西工業団地

（事業中）

・敷地面積19.5ｈａ

・全3区画（予定）

・2019年工事着手

・2022年9月完成（予定）

リニア中央新幹線
岐阜県駅（仮称）

きなぁた瑞浪に新施設を整備！

・瑞浪市特産品ブランド豚肉「瑞浪ボーノポーク」
の加工・販売施設を農畜産物直売所の敷地内
に新設

・2020年3月完成（予定）

きなぁた瑞浪（2016.6.20オープン）

年間50万人以上の来客

恵那テクノパーク
で雇用が促進！

・敷地面積65ha

（工業用地：38.5ha）

・立地企業数14社

・従業員数1,648人

恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

（2018.4現在）

瑞浪恵那道路

2015.4以降の企業進出・開発等

工業団地

物流拠点を新設！
・敷地面積2.9ｈａ

・2020年事業着手（予定）

・2021年操業（予定）生産工場が稼働！
・2018年度稼働

生産工場を新設！
・敷地面積1.0ｈａ

・2021年量産（予定）

生産工場が稼働！
・敷地面積3.5ｈａ

・2018年度稼働

恵那ＩＣ

32



可児御嵩バイパス
か に み た け

２１
国道２１号可児御嵩バイパスは、現道２１号の交通混雑の緩和、交通安全の確保とともに、東海環

状自動車道可児御嵩ＩＣへのアクセスの確保、ならびに可児御嵩地区の地域開発の支援を目的とす
る道路です。
２０１０年度に全線８．０kmを暫定２車線開通し、２０１８年３月に可児御嵩インター付近延長約１．３

kmが４車線開通しました。２０２０年は上恵土地区において舗装工事を予定しています（R1補正予算）。

今年度の事業内容

◆関係機関協議を実施。

延長3.7km
2010年10月

暫定2車線開通

可児御嵩バイパス 延長8.0km

主要渋滞箇所
高倉口交差点

主要渋滞箇所
柿田交差点

可児市 御嵩町

美濃加茂市 県

多
治
見
八
百
津
線

岐阜１９号環境対策

１９
岐阜１９号環境対策は、国道１９号の多治見市富士見町から中津川市

山口において、大型車混入率が高く、騒音レベルが高い区間の沿道環境
を保全することを目的とする環境整備事業です。

岐阜１９号環境対策 延長６４．５km

●騒音対策（低層遮音壁）の実施状況（瑞浪市釜戸町）

関係機関協議

今年度の事業内容

◆関係機関協議を実施。

改築事業Road

延長1.3km
2018年3月

完成4車線開通

可児御嵩IC

延長1.9m
2005年3月

暫定2車線開通

関係機関協議

可児市

延長2.4km
2005年4月

暫定2車線開通

至 土岐

至 岐阜

岐
阜
県
可
児
群
御
嵩
町
井
尻

か

に

ぐ
ん
み
た
け
ち
ょ
う
い
じ
り

岐
阜
県
可
児
市
中
恵
土

か

に

し

な
か
え
ど

な
か
つ
が
わ
し

や
ま
ぐ
ち

岐
阜
県
中
津
川
市
山
口

至

長
野

至

名
古
屋

中津川市

御嵩町

可児市

土岐市 瑞浪市

恵那市

八百津町

多治見市

多治見IC

リニア中央新幹線

土岐南多治見IC

土岐IC

瑞浪IC

可児御嵩IC

（仮称）岐阜県駅

車両基地

(仮称)神坂スマートＩＣ

恵那IC

中津川IC

至

飯
田

岐
阜
県
多
治
見
市
富
士
見
町

た

じ

み

し

ふ

じ

み

ち
ょ
う

【R1補正】
上恵土地区

舗装工
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ＴＯＰＩＣＳ

2005年4月29日

暫定２車線開通 延長 2.4km

2005年3月19日

暫定２車線開通 延長 1.9km

可児御嵩バイパス 延長 8.0km

2010年10月30日

暫定２車線開通 延長 3.7km

2018年3月16日

完成４車線開通 延長 1.3km

撮影：2019.5.26(日)15時

 可児御嵩バイパス暫定２車線区間では、休日の昼間を中心とした渋滞が発生し、旅行速度が低下。

 大河ドラマ館が開館（R2.1.11）し、可児市では10日間で7,189人が来館するなど、新たな観光客が来訪。

か に み たけ

古屋敷交差点（東流入部）の渋滞状況

撮影：2019.5.26(日)15時

至 土岐市

至 岐阜市

上恵土本郷西交差点（西流入部）の渋滞状況上り車線の渋滞状況

可児御嵩バイパスの旅行速度

下り車線の渋滞状況

２

新たな観光客の来訪

N

瀬
田

可
児
御
嵩
IC

可
児
御
嵩
IC
東 み

た
け
の
森
口

古
屋
敷

み
た
け
工
業
団
地
口

南
山
団
地
入
口

井
尻

可児市

御嵩町
伏
見
野
崎

上
恵
土

本
郷
西

上
恵
土

本
郷
東

柿
田

２

2019.5.26（日）撮影

商業施設
（2018年出店）

至 岐阜市

至 土岐市

至 商業施設
（2008年出店）

上恵土本郷西

：箇所

《主要渋滞箇所》

至 土岐市

至 岐阜市

※ETC2.0データ 2018.9-11

上恵土本郷西を先頭と
した速度低下が1ｋｍ

：20㎞/ｈ未満

：20～30㎞/ｈ

：30～40㎞/ｈ

：40～50㎞/ｈ

：50㎞/h以上

【 旅行速度 】

時台
7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台
7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

休
日

下り

上り

明智城跡
大河ドラマ館

麒麟がくる ぎふ可児 大河ドラマ館
（可児市）

き りん か に たい が かん

国土地理院地図

上恵土本郷西を先頭
とした速度低下

【R1補正】

上恵土地区舗装工

至

土
岐
市

至

岐
阜
市

可児御嵩バイパスの現状課題

暫定２車線区間の
休日渋滞、速度低下



維持管理事業Road

２４時間３６５日、安全・安心に通行できるだけでなく、国土の骨幹と
なる道路として地震等の災害時にも緊急物資の輸送ができるように
道路管理事業を実施します。

橋梁点検

道路の補修・防災対策

今年度の主な事業内容

◆橋梁等の道路施設の補修工事、構造物点検等。
◆自治体職員への橋梁点検講習会。
◆防災対策工事、道路防災点検等。
◆国道２１号における亜炭坑充填工事。

１９ ２１

◆道路施設の補修工事、構造物点検（道路メンテナンスの実施）
利用者の方々が安心して利用できるように、道路施設の点検から補修、防災対策等のメンテナンスを実施

しています。

損傷部位の確認 損傷部位の補修

１．道路橋の点検から補修工事の実施まで
わが国の道路構造物は高度成長期に一斉に整備され、建設後５０年経過した構造物が今後本格的に補

修・更新の時期を迎えようとしています。特に橋梁は、中部地方整備局管内でも重大な損傷による交通傷害
が懸念されています。また、当事務所の建設後５０年経過する橋梁は、10年後に全体の7割弱に達します。
このため、点検・診断・措置・記録のメンテナンスサイクルを確実に推進し、橋梁の保全に努めています。

２．その他の道路施設の点検等
トンネル、擁壁、標識、道路照明等の道路施設については、点検及び補修設計・補修工事を実施し、道路

施設等の保全に努めています

標識点検（高所作業車） 歩道橋点検（高所作業車）トンネル点検（高所作業車）
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◆道路メンテナンス（自治体支援）
地方自治体職員の技術力向上を目指して、橋梁点検の講習会を実施します。
2018年度より取り組んできた中部初の修繕代行事業は、2020年3月に橋梁補修工事が完了し中津川市に

引き渡しを行いました。

◆防災対策
管内全域の道路のり面について防災点検等を実施します。また点検結果に基づき、対策が必要と判断され

たのり面・斜面等については、計画的に防災対策を実地します。

◆その他の道路施設
可児市・可児郡御嵩町地内では、戦前～戦後間もなくまで亜炭（質の悪い石炭）が採掘されており、その

跡（亜炭坑）が今も残されています。国道２１号可児郡御嵩町地区において、地震発生時に陥没のおそれの
ある亜炭坑に、充填工等の対策を実施することで、地震発生時における被害の軽減を図ります。

２０１４年度から亜炭坑の状況確認調査、充填工事を実施しており、２０２０年度も引き続き、充填工事を実
施します。

亜
炭
坑
対
策

防
災
対
策

亜炭採掘跡（廃坑内部の様子）

削孔状況

落石防止網工 アンカー工

自
治
体
支
援

亜炭坑充填工事の様子

道路メンテナンスのパネル展示橋梁点検講習会 修繕代行事業(橋梁補修工事）

充填状況

補修箇所
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維持管理事業Road

道路維持管理基準(案)及び 道路維持管理方針（案）に基づく効率的・効果的な点検・道路施設の損傷
部等の維持補修、冬期の雪氷作業の実施により安全・安心な通行を確保します。

冬期道路の除雪作業

道路施設の徒歩点検道路施設の点検

道路巡回による作業道路巡回による作業

道路巡回による作業除草作業

日常の道路管理 ～ ３６５日安全に通行できるよう ～

今年度の主な事業内容

◆道路施設の点検・損傷部等の補修・日常的な維持作業（除雪
を含む）を実施。

道路巡回による作業特殊車両の取締り

道路損傷部の補修道路損傷部の補修
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大雨(大雪）・地震時等の異常気象や災害発生時に早急な初動体制を整え危機対策を実施し道路利用者の
安全を第一に交通の確保に努めます。また災害に備えた訓練を実施し、災害時の迅速な対応に努めます。

緊急時の道路管理 ～ 緊急時に備えて ～

道路啓開訓練（大規模な災害時における立
ち往生車両等の移動実働訓練）

大雨時の通行止めに備えた事務所職員による
通行規制訓練（遮断機操作訓練）

至長野

多治見IC

中津川市御嵩町

可児市

可児市

土岐市 瑞浪市

恵那市

至名古屋

至飯田

八百津町

多治見市

坂祝町

大富

リニア中央新幹線

（仮称）岐阜県駅

車両基地五斗蒔スマートＩＣ

国 道

至岐阜

美濃加茂市

土岐南多治見IC

土岐IC

瑞浪IC

恵那IC

中津川IC

可児御嵩IC

美濃加茂IC

(仮称)神坂スマートＩＣ

大雨による現地通行止めの実施

通行規制ゲート

防災ドクター（有識者）による現地診断

雨量による通行規制区間

凡例

大雪時の予防的通行規制区間

連続雨量100mm で通行止め

L=4.5km

雨量規制区間 「賤母」

連続雨量150mm で通行止め

L=3.9km（岐阜県内）
雨量規制区間 「次月」
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交通事故対策 ～ 交通死亡事故件数の削減に向けて ～

交通安全事業として、歩道空間の整備、交差点改良、区画線や安全標識に代表さ
れる交通安全施設等の整備を行い、安全で快適な道路空間の確保を行います。

【 釜戸町歩道整備（瑞浪市）】

大型車が多く走る地区にもかかわらず、歩道が整備さ
れておらず、歩行者が安全に通行することができない状
態となっています。

今年度は、歩道整備に必要な用地買収及び工事を
進めていきます。

【 原西交差点改良（恵那市）】

当該交差点は、右折車と直進車の衝突事
故や、追突事故が数多く発生しています。

右折車同士、対向車が見やすくするため、
正対化を図る改良や交差点のカラー化によ
る、安全性向上のための交差点改良工事を進
めていきます。

今年度の主な事業内容

◆用地買収及び工事を実施。

歩道整備

交差点改良

交通安全事業Road

歩
道
設
置
箇
所

歩道整備事業

交差点改良

至
長
野

至
名
古
屋

中津川市

御嵩町

可児市

土岐市
瑞浪市

恵那市

八百津町

多治見市

至
岐
阜

多治見IC

リニア中央新幹線

土岐南多治見IC

土岐IC

瑞浪IC

可児御嵩IC

（仮称）岐阜県駅

車両基地五斗蒔スマートＩＣ 恵那IC

中津川IC

美濃加茂IC
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対策事例

交通安全施設

合流箇所においてポストコーン（矢印表示）を設置して、逆走防止対策を行っています。

神
明
（
土
岐
市
）

整
備
後

歩道整備

安全、安心な歩道整備のため、歩道未整備区間の事業進捗を図っています。

整
備
前

整
備
後

山
口
第
十
区
（中
津
川
市
）

交差点改良

カラー舗装や路面標示などによる注意喚起標示を設置し、安全性を向上させています。

大
井
町
（
（恵
那
市
）

整
備
前

整
備
後

整
備
前 拡大写真
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ＴＯＰＩＣＳRoad

地域との協働 ～ 地域と一体になって取り組む ～
各種ボランティア団体と協働での沿道美化活動など、沿線地域と一体となった道路管理を実施し
ています。

道路愛護団体表彰式（大臣表彰） 道路愛護団体表彰伝達式（局長表彰）

道路ふれあい月間

ボランティアサポートプログラム

多治見市 土岐市

中津川市 中津川市
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一次改築

内津バイパス

多治見バイパス

土岐バイパス

瑞浪バイパス

瑞浪恵那道路

恵那バイパス

恵中拡幅

恵中拡幅（延伸）

中津川バイパス

一次改築

可児御嵩バイパス

可児改良

新太田橋拡幅

坂祝バイパス

東海環状自動車道 （土岐～関）

（瀬戸～土岐）

単位：百万円

工種 路線名 市町村名 事業名 事業費

改築 19 瑞浪市～恵那市 瑞浪恵那道路（瑞浪～恵那武並） 2,040

改築 19 恵那市 瑞浪恵那道路（恵那工区） 440

改築 19 多治見市～中津川市 岐阜１９号環境対策 10

改築 21 御嵩町～可児市 可児御嵩バイパス 10

交通安全 19 瑞浪市 釜戸町歩道整備 117

交通安全 19 恵那市 原西交差点改良 9

交通安全 19 中津川市 山口下山歩道整備 30

１９

２１

475

S40
1965

S50
1975

S60
1985

H10
1998

H20
2008

現在
2020

S40

H6.12S45

S49

S51

S62 H11.8

S48 H11

H25.10

S60 H18.2

S40

H9.3

H23.6

H28.3

H17.3

H17.3

S46

H11.5

H22.10

S46

S31

S44

S42S39

S46 S40

S44 S49

S43 S45

H27 H29

H14.3

H7H5S56

S59 S63

H20.3H17H12

S50S46 S48 S63 H3 H9 H11 H13

S33

H3 H12 H17.3
H17.4

S57 S60

H16 H18

H23H18

H8H1

H7 H12

事業着手 工事着手 暫定部分開通 暫定開通 完成部分開通 完成開通

主な事業実施箇所別事業費

道路事業のあゆみ

H30.3

H30
（瑞浪～恵那武並）

（恵那工区）



【改築事業】
瑞浪恵那道路

【改築事業】
可児御嵩バイパス

【維持管理事業】
橋梁点検

【維持管理事業】
防災対策

【交通安全事業】
交差点改良

【維持管理事業】
道路パトロール

【維持管理事業】
ボランティアサポート

【交通安全事業】
歩道整備

おもて うら

２０２０年４月
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＜講座受講者の感想＞
◎道路、砂防工事現場等、現場で頑張っている姿をもっと多くの人達に知っていただきたい。

◎充実した講座でした。色々な現場、砂防工事現場は圧巻。
◎行ったことのない場所へ行くことが出来て楽しかったです。普段は入ることのない所へ行ったり、知らないことを知
ることができました。

◎工事の現場を間近に見学出来た。水と街道のボランティア活動にエネルギーをいただいた。
◎国交省の事業内容が理解でき、改めて友人等にお誘いしたい。

開放講座「水と街道」
多治見砂防国道事務所では、①砂防事業・道路事業の重要性について理解と協力を得ること、
②受講生自らが地域づくり活動へ積極的に参加する「きっかけ」づくり、③地域住民とのコミュニ
ケーションの促進の３点を目的として、開放講座「水と街道」を平成１１年度より開催しています。
過去２１期までの受講者数は延べ約1,750名以上で、令和２年度においても、第２２期の開講に
向けて会員の募集を行っています。

道路工事現場見学（瑞浪恵那道路） 砂防工事現場見学（ 越百川第３砂防堰堤）

道路講座

意見交換会（班単位による意見交換）講座修了生でつくる「地域づくり活動」現場見学

砂防講座

44



Ｎｏｔｅ



Ｎｏｔｅ



国土交通省 中部地方整備局

多治見砂防国道事務所

〒５０７－００２３ 岐阜県多治見市小田町４－８－６
ＴＥＬ ０５７２－２５－８０２０（代）
ホームページアドレス https://www.cbr.mlit.go.jp/tajimi/

□ 工務第一課 ℡ 0572-25-8023
□ 工務第二課 ℡ 0572-25-8025
□ 道路管理課 ℡ 0572-25-8027
□ 砂防調査課 ℡ 0572-25-8024
□ 計画課 ℡ 0572-25-8026

□ 中津川出張所 ℡ 0573-66-1353 〒508-0045 中津川市かやの木町４－１
□ 妻木出張所 ℡ 0572-57-6213 〒509-5301 土岐市妻木町万場１１３５－２
□ 上松出張所 ℡ 0264-52-4863 〒399-5605 長野県木曽郡上松町栄町２－９
□ 瑞浪国道維持出張所 ℡ 0572-68-4591 〒509-6108 瑞浪市益見町２－９９

2020.4

□ 総務課 ℡ 0572-25-8020
□ 経理課 ℡ 0572-25-8021
□ 用地第一課 ℡ 0572-25-8022
□ 用地第二課 ℡ 0572-25-8176


	200402_R2事業概要v2
	全体用素材）200326時点v2【事業計画通知前】_【多治見_道路】_R2事業概要
	バインダー1
	【砂防：最終版】R2事業概要
	01 2000401【※作業用】R2.3.25_多治見（砂防）_R2事業概要
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17

	03Ｒ２年度事業実施方針
	出力シート_R2砂防事業箇所

	04実施計画箇所
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

	05R1補正予算箇所_木曽川＋庄内川
	スライド番号 1


	200401ノート

	全体用素材）200326時点v2【事業計画通知前】_【多治見_道路】_R2事業概要

	200407時点v3【事業計画通知後】_【多治見_道路】_R2事業概要_合体用



